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2019年1月30日
日興アセットマネジメント株式会社

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

投資家のリスク回避姿勢の強まりを受け、株式市場が総じて下落するなか、足元では、当ファンドの基準

価額も軟調となりました。しかしながら、設定来では市場を大きく上回るパフォーマンスを実現してきました。

本レポートでは、当ファンドのポイントなどについて、改めてご紹介いたします。

日興グローイング・ベンチャーファンド

高成長新興企業の
株式に投資を行ない、
信託財産の成長を
めざします。

＜設定来の基準価額（税引前分配金再投資ベース）および主要指数の推移＞
2003年7月17日（当ファンド設定日前日）～2018年12月28日

41,616円
（2018/12/28）

＊各株価指数はグラフ起点を10,000として指数化

（年/月）

変動を繰り返しながらも
総じて市場を上回るパフォーマンスに

※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の1万口当たりの値です。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
※上記指数はいずれも当ファンドのベンチマークではありません。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

ファンドの特色

（円）

＊

＊

当ファンドの特色と実績を改めてご紹介
～徹底的な企業調査が効果を発揮～

1
エンジェルジャパン＊

による徹底したボトム
アップ・リサーチにより
有望企業を厳選します。

2
エンジェルジャパン＊

から投資助言を
受けます。

3
＊エンジェルジャパン・アセットマネジメント

ポイント① ポイント②
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当ファンドは、主に企業の「発展」「成長」が最も期待できる

株式公開後５年以内の「高成長新興企業」
に投資を行ないます。

高成長新興企業の株式に投資

投資
対象

ポイント①
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新興
成長株
【新興成長株投資の特徴】

上昇期待と下振れリスク

 高成長新興企業は、新しい技術やビジネスモデルなどを背景に、大きく成長する可能性を秘めており、
株価の上昇期待が相対的に高いと考えられます。

 一方で、大型株と比べて値動きが激しくなる傾向があり、下振れリスクも相応に大きいと考えられます。

＜1年リターンにおける最大・最小・平均＞
計算期間：2008年12月末～2018年12月末

※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の値です。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
※上記指数はいずれも当ファンドのベンチマークではありません。

新興株市場（マザーズ指数）は
相対的に価格変動が大きくなる傾向に

期間内の各資産の1年リターンを各月末ごとに計算し、
最大、最小、平均を算出

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

（税引前分配金
再投資ベース）

（配当込）

（配当込）

最大

平均

最小

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。
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【ご参考】 新興企業の株価動向

＜IPO後の株価騰落率の分布＞
（2018年12月末時点、計算対象：2014年～2018年に上場した銘柄）

高成長新興企業の株式に投資

ポイント①

＜上グラフの株価騰落率上位5銘柄＞

＜上グラフの株価騰落率下位5銘柄＞

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンド
における将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆するものでもありません。

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

 直近5年間（2014年～18年）にIPO（株式の新規公開）を行なった銘柄の2018年末までの株価騰
落率をみると、6割以上の銘柄がマイナスとなった一方、4倍以上に上昇した銘柄もみられます。

 新興成長株への投資においては、個別銘柄の選別が極めて重要と考えられます。

（社）
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※株価騰落率は、各銘柄の公開初値および2018年12月末の終値から計算したものであり、銘柄によって期間が大きく異なります。
※2018年12月末までに上場廃止となった銘柄は計算対象外です。
※2018年12月末（12月28日）の終値が取得できない銘柄については、前営業日の終値を使用しています。

エンジェルジャパン・アセットマネジメントおよび信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

銘柄名 業種 上場日 騰落率
1 鎌倉新書 サービス業 2015/12/4 703%

2 ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾚﾍﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ サービス業 2017/3/17 637%

3 丸和運輸機関 陸運業 2014/4/8 609%

4 ヤマシンフィルタ 機械 2014/10/8 466%

5 ｼﾞｬﾊﾟﾝｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 証券・商品先物取引業 2014/9/11 435%

銘柄名 業種 上場日 騰落率

1 フルッタフルッタ 食料品 2014/12/17 -95%

2 ジャパンディスプレイ 電気機器 2014/3/19 -91%

3 GMO TECH サービス業 2014/12/11 -90%

4 シリコンスタジオ 情報・通信業 2015/2/23 -90%

5 グローバルウェイ 情報・通信業 2016/4/19 -88%
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①情報が行き届きにくい
新興成長株は、調査するアナリスト数が
少ない傾向にあります。

⇒徹底的な調査活動の継続が重要に

②事業環境の変化が激しい
成長が見込まれる企業ほど、事業環境の変化が激しく、株価の変動も大きくなる傾向があります。

⇒先行きを見極めるため、経営陣に対する定期的な個別直接面談の実施が重要に

新興成長株の主な特徴 ＜担当アナリストがいない企業の割合＞
2018年12月末現在

エンジェルジャパン・アセットマネジメントの情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

 新興成長株の値動きが大きい背景には、新興成長株ならではの特徴があると考えられます。そのため、
新興成長株投資においては、徹底的な個別企業の調査が力を発揮すると考えられます。

＜IPO件数の推移＞
2003年～2018年

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

エンジェルジャパン・アセットマネジメントの情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

面談が可能な
ほとんど全てのIPO企業と
個別直接面談を実施

（件）

エンジェルジャパン・アセットマネジメント

エンジェルジャパンによる徹底したボトムアップ・リサーチ

当ファンドでは、ほぼ全てのIPO企業との個別直接面談を通じて、

新興成長株投資で重要な「徹底的な企業調査」
を行ない、「高成長新興企業」を厳選、抽出します。

 そこで、当ファンドでは、成長株に特化した独立系の投資顧問会社であるエンジェルジャパンが徹底し
たボトム・アップリサーチを行ない、有望企業を厳選しています。

 企業調査にあたっては、経営陣との個別直接面談を重視しています。IPO（株式の新規公開）を行なっ
た企業については、ほとんど全ての企業と面談し、革新的な企業とはその後も定期的に面談します。
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ポイント②
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基準価額

TOPIX（配当込）

東証マザーズ指数

（配当込）
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エンジェルジャパンによる徹底したボトムアップ・リサーチ

※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の値です。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
※上記指数はいずれも当ファンドのベンチマークではありません。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

エンジェルジャパンの徹底した企業調査により

リスク抑制とリターン向上を実現

 エンジェルジャパンは、情報が限られる新興成長企業に対して、個別直接面談調査を積極的に実施す
ることで、有望な企業を見極めることをめざしてきました。

 こうした調査活動や企業分析に基づく銘柄選別などが功を奏し、当ファンドはリスクを相対的に抑制しな
がらも、新興株市場よりも高いリターンを獲得してきました。

リ
タ
ー
ン

リスク

＜基準価額および主要指数のリスク・リターン＞
計算期間：2008年12月末～2018年12月末

リスクは各資産の月次リターン
の標準偏差、リターンは月次
リターンの平均を、それぞれ
年率換算しています。

直近10年間では
新興株市場よりも
低リスク・高リターンに

（税引前分配金再投資ベース）

ポイント②
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ｙ

エンジェルジャパンによる徹底したボトムアップ・リサーチ

ポイント②

【ご参考】 過去のパフォーマンスの比較

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

 2014年～15年は円安が進んだことなどを背景に、大型株を中心に上昇傾向となるなか、一般に
内需依存度が高いと考えられる新興株は相対的に出遅れる展開（下記グラフ①）となりました。

 一方、2017年にかけてIPOの活況が続き、新興株市場が堅調に推移するなか、特に当ファンドの
基準価額は徹底的な調査活動に基づく銘柄選別が奏功し、大きく上昇（下記グラフ②）しました。

 年末にかけて米中貿易摩擦への懸念な
どを背景に、株式市場が総じて下落す
るなか、基準価額も大きく下落しました。

 ただし、当ファンドは銘柄を厳選したこと
で、年初に大きくプラスとなったほか、
下落局面でも、新興株市場全体（東証

マザーズ指数）に対し、ある程度下落が
抑えられたと考えられます。

②①

＜年次騰落率の比較＞
（2014年～2018年）

＜四半期別騰落率の比較＞
（2018年1-3月期～10-12月期）

＜2018年＞
厳しい展開となるも、

新興株市場を総じて上回る推移

※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の値です。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
※上記指数はいずれも当ファンドのベンチマークではありません。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成
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投資銘柄のご紹介と注目点

投資銘柄

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

上記は、情報提供を目的として、2018年12月末時点の日興グローイング・ベンチャーファンドのマザーファンドの組

入上位銘柄について、エンジェルジャパン・アセットマネジメントからのコメントをもとに、日興アセットマネジメントが
作成したものです。上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するもので
もありません。また、当社ファンドにおける将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆するものでもありません。

 1951年に日本で初めて角膜コンタクトレンズの実用

化に成功。現在に至るまで、様々なタイプのコンタク
トレンズと関連製品を開発・販売。

 製品販売に加え、定額・会員制サービス「メルス

プラン」を展開。定額の月会費のみで、レンズ交換
や度数・種類変更などのサービスを提供。

 高品質な定額サービスを提供することで、顧客の

信頼を得られるほか、量販店での価格競争を避け
ながら安定収益を確保することができる。

※写真はイメージです。

イトクロ
学習塾を中心に教育関連の
情報ポータルサイトを運営

 日本最大級の学習塾予備校情報ポータルサイト

「塾ナビ」などの教育関連のインターネットサービス
を提供。広告収益に加え、資料請求件数に応じた
成果報酬が収益源となっている。

 塾ナビでは、地域ごとに学習塾の基本情報と口コミ
を掲載しており、効率的な集客ツールとしてチラシ
広告からシェアを奪っている。

 塾ナビでの成功モデルを他の教育分野（学校情報
など）に横展開することで、成長加速をめざしている。

＜株価の推移＞
（2015年7月30日～2018年12月28日）

（年/月）

（円）

定額サービスも提供する
コンタクトレンズ総合メーカー

＜株価の推移＞
（2015年6月25日～2018年12月28日）

（年/月）

（円）
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信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成
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上記は、情報提供を目的として、2018年12月末時点の日興グローイング・ベンチャーファンドのマザーファンドの組

入上位銘柄について、エンジェルジャパン・アセットマネジメントからのコメントをもとに、日興アセットマネジメントが
作成したものです。上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するもので
もありません。また、当社ファンドにおける将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆するものでもありません。

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

投資銘柄のご紹介と注目点

投資銘柄

ソウルドアウト
Webマーケティングの支援事業を

地域密着型で展開

 インターネットを活用したマーケティングの支援事業を展開。

 Webマーケティングが不得手な地方の中小企業などに真摯に向
き合い、先進的なマーケティング手法を提案、潜在需要を開拓。

 さらに、人材不足や生産性低下などの課題に対し、人材採用・育
成の支援や、ITを活用した業務効率化など、様々な解決策を提供。

＜株価の推移＞
（2017年7月12日～2018年12月28日）

（年/月）

（円）

エラン

入院に必要な衣類・日用品セットを提供

 入院患者や介護施設の入居者などに、衣料・タオル類（洗濯
サービス付き）や日用品をまとめてレンタルするサービス
「CS（ケア・サポート）セット」を展開。

 入院手続きの際に病院スタッフからの紹介で契約する仕組みの
ため、 契約施設の増加とともに利用者数が積み上がるビジネス
モデルを確立。

＜株価の推移＞
（2014年11月7日～2018年12月28日）

（年/月）

（円）

アトラエ
テクノロジーを利用した精度の高い
IT系求人メディアサービスを提供

 ビッグデータを活用した成功報酬型の求人メディアサービスを提
供しており、採用実績の多くがエンジニアなどのIT関連の人材。

 求人メディアを利用して転職した人材のデータを蓄積、求職者に
合致する求人情報を推薦している。テクノロジーを利用し、マッ
チング精度を改善し続けることで、収益の一部となる成功報酬を
拡大させているほか、信頼性の向上を通じて利用者を拡大。

＜株価の推移＞
（2016年6月15日～2018年12月28日）

（年/月）

（円）

※写真はイメージです。
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いかなる環境下においても、個別直接面談調査を通じた

徹底的な銘柄厳選を継続

～エンジェルジャパン・アセットマネジメントからのコメント～

足元の「変化」は、新興企業にとってのビジネスチャンス

※上記は、「日興グローイング・ベンチャーファンド」のマザーファンドの投資顧問会社であるエンジェルジャパン・
アセットマネジメントからのコメントをもとに、日興アセットマネジメントが作成しています。

個別直接面談調査を通じて、2019年も高成長新興企業を厳選

 市場が不安定な時期こそ、冷静に各社の潜在的な成長力を見極めることが重要と考えて
います。当社ではいかなる環境下でも、経営者に対する個別直接面談を中心に、企業を
丹念に調査・分析して魅力的な成長企業を厳選する姿勢を貫いてきました。

 2018年は延べ1,020社にわたる個別面談調査を実施しました。2019年も同様に、徹底し
た調査活動を通じて革新的な高成長新興企業を厳選し続けることこそが、中長期的な
リターン獲得につながるものと信じています。

 足元では、投資家心理が悪化し、株式市場が大きく動揺しました。背景には、欧米の政治
的な不透明感などに加えて、世界景気の先行きに対する不安感があると考えられます。

 しかし、現状の日本企業を取り巻く経済環境や金融情勢は安定しており、景気が急減速す
る可能性は低いとみられます。実際に、最近の個別直接面談調査の中でも、経営者の方
からは急速な事業環境の悪化を懸念する声は極めて少なく、むしろ前向きな意味で様々
な変革点に差し掛かっているという意見を多く伺います。

 例えば、人手不足や働き方改革などから、各企業は労働生産性を高めるべくIT投資の拡

大や外部委託の促進などの新たな取組みが求められています。このほか、好不況の波と
は別に、様々な分野の企業が事業構造の転換・変革に取り組んでいます。

 経営者の方々も、こうした「変化」をビジネスチャンスとして前向きに捉えており、新興企業
の成長機会が数多く生まれていると考えられます。

足元の市場環境と助言方針について

エンジェルジャパンの視点
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銘柄名 業種 比率

1 イトクロ サービス業 3.78%

2 メニコン 精密機器 3.75%

3 ソウルドアウト サービス業 3.57%

4 エラン サービス業 3.53%

5 アトラエ サービス業 3.52%

6 ジャパンエレベーターサービスホールディングス サービス業 3.50%

7 ＳＨＩＦＴ 情報・通信業 3.50%

8 ティーケーピー 不動産業 3.45%

9 オープンドア 情報・通信業 3.37%

10 カナミックネットワーク 情報・通信業 3.32%
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純資産総額：右軸

基準価額（税引前分配金再投資ベース）：左軸

基準価額（税引前分配金控除後）：左軸

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

（円）

＜設定来の基準価額と純資産総額の推移＞
2003年7月18日（設定日）～2018年12月28日

＜株式組入上位10銘柄＞
2018年12月末現在

（億円）

（銘柄数：52銘柄）

※「株式組入上位10銘柄」はマザーファンドの状況であり、比率は対純資産総額です。
※個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。
※上記銘柄については将来の組入れを保証するものではありません。

※基準価額は、信託報酬控除後の1万口当たりの値です。信託報酬の詳細につきましては、後述の「手数料等の概要」をご覧ください。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。

運用実績とポートフォリオの内容

41,616円

40,031円
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お 申 込 み に 際 し て の 留 意 事 項

【価格変動リスク】【流動性リスク】【信用リスク】【未上場株式などの組入リスク】

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

 リスク情報

投資者の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆様に帰属し
ます。なお、当ファンドは預貯金とは異なります。

当ファンドは、主に株式を実質的な投資対象としますので、株式の価格の下落や、株式の発行体の
財務状況や業績の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。

主なリスクは以下の通りです。

• 当資料は、投資者の皆様に「日興グローイング・ベンチャーファンド」へのご理解を高めていただくことを目的
として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。

• 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用は
ありません。

• 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象では
ありません。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金の支払いの対象とは
なりません。

• 分配金は、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、
基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した運用収益を超えて支払われる場合があります。
投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。

• 投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込みの際には、
投資信託説明書（交付目論見書）などを販売会社よりお渡ししますので、内容を必ずご確認の上、
お客様ご自身でご判断ください。

 その他の留意事項
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お 申 込 み メ モ

商品分類 追加型投信／国内／株式

購入単位
販売会社が定める単位
※販売会社の照会先にお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の基準価額

信託期間 2023年7月18日まで（2003年7月18日設定）

決算日 毎年7月17日（休業日の場合は翌営業日）

換金代金 原則として、換金申込受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

手 数 料 等 の 概 要

※投資者の皆様にご負担いただくファンドの費用などの合計額については、保有期間や運用の状況などに
応じて異なりますので、表示することができません。

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

＜申込時、換金時にご負担いただく費用＞

購入時手数料
購入時の基準価額に対し3.24％（税抜3％）以内
※購入時手数料は販売会社が定めます。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
※収益分配金の再投資により取得する口数については、購入時手数料はかかりません。

換金手数料 ありません。

信託財産
留保額

換金時の基準価額に対し0.5％

運用管理費用
（信託報酬）

ファンドの日々の純資産総額に対し年率2.052％（税抜1.9％）

その他の費用・
手数料

監査費用、組入有価証券の売買委託手数料、借入金の利息および立替金の利息などが
その都度、信託財産から支払われます。
※運用状況などにより変動するものであり、事前に料率、上限額などを表示することは
できません。

投資者の皆様には、以下の費用をご負担いただきます。
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委託会社 、その他関係法人

委託会社

日興アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者関東財務局長（金商）第368号

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

投資顧問会社 エンジェルジャパン･アセットマネジメント株式会社

受託会社 野村信託銀行株式会社

販売会社

販売会社については下記にお問い合わせください。
日興アセットマネジメント株式会社
〔ホームページ〕www.nikkoam.com/

〔コールセンター〕0120-25-1404（午前9時～午後5時。土、日、祝・休日は除く。）

　投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは

日本証券業
協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種
金融商品
取引業協会

エース証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第6号 ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第52号 ○ ○ ○

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号 ○ ○

日産証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第131号 ○ ○

碧海信用金庫 登録金融機関 東海財務局長（登金）第66号 ○

水戸証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

（50音順、当資料作成日現在）


